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研究調査を行なつた．その及：射法に関づ碑恐部分をまとめ

たものである．各測線の解析を行ない，地震地下構造断

麟図を作成すると撫もに，顯、折法賦）結果と髭ヒ較しつつ，

、反射法の炭鱗鍵1帯への適応娯三轍つレゾぐ考察を行なつたp

業．綴、　需

　灘鎮叢繋／叢魏諺翼身重難糞1戴シ　添、li：1潔ノ）i欝搭務／こ1壌ブくきな∫戎、擁キをあ！，ダ

　　　　　　　　　　　　　　も

てきズいる。Uかし，炭剛轡絡の鋤奎婁探査に要講される

もくひは薫糞に雁韓造のヲ登奪i犬を獄1ら壕＞にンτ新る劉）み読ζら窄黛，　薫，蕪灘建

2梁度や断層の落差畢こついての絶対櫨をかな1）紛精度で明

らかにすることである揚禽が多い，、したがつて，炭騨也

ン講雲の離響叢麹家強三とし、・て婬雛響玄去矯叢弄9マ・らオ尉も，　芝翼身寸浸疑ま／黛と孟〆’

ど弄稼、｛ら薄㌻てマ・なレ・、藷　一一一；弩ノ翼毒寸滋蚤か裏適芦穆さ薩・Lうると琴一オ・t，

ξず，　妻無鮫、1約短鋳・毒購瀦整て異漆誤ン癒塗の溜鷺嘗i～療誌らの’1書準1輿をう葛こ

とが’でき愚．炭1三耀地帯に対する反射法の適応性を検討す

ることに主眼をおいて，昭和嚢6年工月慧（｝1三1力諏ら諺．擦

慧餌縁ミでの6Q則駕，常磐炭灘大津地匡1において研鋸鷲調

査を実施レた．懸折法も併．用された．のであるが，、積葺折法

に関する部分についてはすでに第叢報とL，’て報借され，て

いる．菰の報轡は，反射法に関するものをまとめたもの

である．

　実施1鳳際しては，筆者のほか，市川金徳・森喜義・南

雲昭三郎・鎌田清欝・井波…夫・総1村芳嬬・細野薫篤舞が

・串　撫澄蓑擬鷹妻鱗至

参加した。観測器械の整備は，森・南塞・鎌繊・井波が

行撫、解析お．激び結果のと鑓薮、疑うは川、騰が受持つ

た瀞試錐お瓢勲び測量につい甲ζは常磐炭砿株1三℃会祉，大講

本炭鉱株式会祉にお願いし，、，た．

　蓬喪く霧講蒸難鷹祷ll観蔭プン』一罫さ慌二）糞爵貧妻馨麟難濠1叡象影℃会老転購プて欝漆題

燦鉱株式会社および1爽i際の作業を担灘ぬ！ぐ下さつた社二、嚢

琶）ニメy々／こ警嚢く尋盛講i／嘆盟る≧欠鋒落笑盤懇る撫

乳　位置おぶび交澱

　舞舞報に詳転♂く述べたが，調査地は茨城！ll茎ぐ北茨城市の

薩じ蒲三にあた蓼警　振導、嚢謬譲撫のμ羨毒薦にき鶯㌢・匪癒∫繊で・あ鵜祭　常，考．．．運
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撃豪大津1巷灘警，よ鵜寵地の，難、麟着央に餐醐している“

に位i図懸拳乳、、、てある肇

鼠　　畿趨欝影および麟聾質

拶ゼ　照　潮疑　（購喜　i．3、轟

　鐸蓼！報に詳しいので霧蓼購舞　翠誰．、荘する，，ン本美鶴鱗はき，糞翻杉

的婦糞憲1的轍憾　　炭鑓璽弱熱笠）霧是地1鑑，、甲属L，1溝糞隅

1・1係の東縁部蔦1鰯隷麹戯7㌦1ごぎん欝いる、、測壽

ヲ緋¢）1縷 ｛犬を継蓋つて，建華灘I」／一螺な灘麹、／成1　　定壽露～てい

る暴！腰／㎜“汰，　1　避翫／　1瓢の算　愛終だ凝／lの議導藪誉獣こタ鶯く

禦叢して、〔罫ヌ、で，墓漿建暑との不薯整・購灘紅ついぐ齢／“｛毅

め＆，そノ）羨載ノ概　　つい“ぐの舞き嬢とし、「て灘jナ羅導竃〆．うるので

あ滋、、、翼たい蹴ンゆる1奏整、撫と糞掘誕藩むるヤ駿灘ぴ）1蟻走婆窪雛こおい

て1、夏，　繁絨鷲　1　）／鐸麹鰻をタく蛮．誓　ぐい“る瓢と燦叢あ！）ラ

大小灘数の断繍とともに，1．課懸．至大きな1隷難ごなつてい

恐講寺に潔）地絨は，縄．翻曝常地／．難で．蓑加翻，職

構i鍵潔を畷よく反縛乏し〕ぐい恐といオ・》れ恐護趨∫浅だ1｝に，

，＿が婁飢熱さ濠ド「1、装い・、灘のである、。、

　第2鍾i　lここヂ）イ・繋難齢　3一鐘ノ蹄聾図を；聯すp
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2　籍蕎　　プ癖糞鰻茎1iζ峯」 ，董メ3蓬糞繋iぐ亙翌捻鑓慕互）

墨。調査顯的

　婁炎1鷺鍵覇撃の縄三，蓬懇叢麟議としては，いま豪“副鷺撫レて縫彬辛

ξ強が用レ・られ，　美盤癖、造の鶏匙叢韓㌃大きな賊1終をあ1デて｛き

た．すなわち爽べ鰯である第三紀！，1の弾雛三波速度紅比較

して，叢慧童叢藩畜の弩鱗餐藝皮遍／斐漆＆かな、iりソくきく磐　L、、力蔦も瀟鍵甕

轍ついて8ン鋳報力　黄／，，の状熊が暴総灘Lうるような条件

12讐）

の響では，屈折慈はきわめて麟、効である、L、かし，

の開発を熱的としズ懸折法を実施するとなると，潔！繕雛美

は長くな！碁｛霞用“掛るジく擦翻）鎗もヅくきくなi）ラ醤毒安豊、鉦の

遡1拭1らも鞭壕度力凝彰！り，レ・ろいろ覇）、筆、隻、ζで撫導糸ヤがある。一

プび油鐸葺磁霧鞭）感融漁ぎ構造調趨鵜おいて／激斧／又脅爺嚢が大きな

鳶驚響境袈あげているぴ灘i幾ll灘鷺．，＿おいて韓二餐難造耀）ヲ杉）伏が霊三

菰して闘、纒と爽1璽導ので瀞鷺て夢炭騰調査の鑑雛かのよう

に嬉！盤？饗乏斐、繹卿　の葬峯iの牽轍舞童｛i蜜が要ぎ耳霧さ薄等ることがご♪

欺い。　撒こ紅澄i経1調三篠シくり誕な多戎瞬隻をあげている／父身謡去

がう彦惣鷲調、沓三ではそれほど翁」用されていない・轟きな舞1因

の一・／）がある穏しかしな、がら反誉爺去が炭録導調査に1灘月／さ

離、ると噴儲“ご，／麟敵藤三芝い灘莚影1ξ撃か欺り潔、部治誌らぴ）／騰畿

をうることができ難ので，炭1瑚1発の）えで地震探鉱の

利絹銀遊殿鑓範態は蓼漿1糞され　も跨と、ぎえ）れる。、この地

／鷺で／　藝力携鉱の〉警も1導が大f本におい甜［ぐ暴撫漿建のξ欝造辺く1駆／隻

更，μてい・　と1試爾爵られ．ている，、　　　　　・　壽寛需＝内ヌ＿嬢1淋1業慧

馨．葺率序費禰藩葺灘1麟、峰　．雛繋野覇嫌馨があ欝雲　露こ二は，ノ翼射渥鳶に

、よア　～肱得られ，る稿、1脅譲らタノ　譲の開ジ絡、 1、ゴ鐸灘な嚢惣欝霧勺撫輩

／　な／滅河能性があ髪　そこで常鞠／嚢、株式会社で

撫萱叙きくも、／、鼎讐舞簸＿幾雛1の鰯i藁蝉wび悪驚欝鋼鷹を夢鑑む藪さ一せていた

だきサ　ミた／業嗣強i擁簾と・一…鼻l　l墨簿i．．て／専編弄濠轟によも灘！轟握、

　導、蔽し．ドて，1戴射灘斎を辱テなマ・う導誇蔦を纏幾童慧した，．、　壌眺憶わ

も，膳田の1饗｛粥開葦蒼に必・柵要癒／欝満葵を爵ノ讐寸澄身によジ）て｝検

出〕す・萄孤とを漉鑓技副．たもび）であ考，、

　　づ／爆輯1懸の1立；・際蔦ら・みると，ソく辮漢癒臨、の

1灘の1葬，3．糞ガ茎　享㍗う1暖　麓礎1、さ薄傷る駿1盤の1騰湊欝1肇魏＿を禰三恵轟、詠博礁

ることは，この地城の開、然計顧魏7罵親挙にぱ藤薫に

叢　）てく嶺、，こ蘇、織査には雛／継，米麟癖一「ルシア猟

糞、か購輪入し、た難嬢難蕊織づ拭1滋．測郷葬麟難指L

た。　この多、爵鞍蛾畿はじ鍵ブぐ鐵難祭の1灘窯1こ穫三圭三｛争す略悉もグ）であ

参愛　この鋒　鷺の難畢タト所ストもこの翼錯驚の海1物び）一ノ）であ

つたぴ

　この磯驚の戴的を大別すると次の13つである。

　（i）　，気身寸覆　　纏．究轟勺紅欝誇蓮し，　雛濁縄讐簿’＼の表嚢距／弓轡三醗

　　　　　　　曲鵯る。

　（2）　韓賢欝／　大講慧獣戴ヂ〉開峯盗．1二，鰹・譲響な、／羅幸蒙’をうる、

〈ξ3）　｝鮎沖s蝿三　難詠鍼欝善の鋒掛タトテストを賓野なうゆ

　庶畿笥　メ蓼、．．1二望港，肇，講、∫磁グ）う隔

菰婁携漣黎　　ガ『〉難惣ケトザ蝋1・につ

であ

蓼，膏斌嚇彗離速膜1撫婆驚賛一8潟慧

（てつ譲　渉藁こ幸畏華計さ離，る彗芳蒙、

暮．　測　　線

　舞峯瀦1麟噛この1灘、査騨）瀞1繕縫蒸をラ糞づ隔、，／覧爵嘗瀞／影箋は・…覇／灘

折測線と重複㌧て南北に第薫測線，それと繊ぼ平行しヂ第

2測線，それ．煽難1餐する第3，第z墨測線，婁ら籔第2

茎轟一一（1（）〔路）
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　　　　　　　　　1常磐炭田大津地区単おける地霞探鉱塗の研究．（川島　威）

　　　　　　第3図　　測　　線　　図

測線の北部で測線と交差していると予想される断層を追

跡ナる属的で海岸沿いに第5測線塗設定した。反射第1』

測線で屈折法と対比しつづ情報を検討し，基盤面からの

反射波を推定し，さらに全地域の基盤構造を考察しよう

と
，
する意図であつた。第5測線は，地形その他の制約に

よつて長い測線淋設定できない地域において，深部から

の情報を得ようとしたものである。また，われわれは自

走式さく孔設備を持たないので，爆発孔は前もつて掘つ

ておくほかなかつた。そのため多孔爆発法を積極的に駆

使することはできず，地形その他で規制された位置に，

前も．つて掘さくした1孔ないし、3孔の爆発孔を用いた。

一
測 線についても，観測結果に応じて予定を変更すること

はしなかつた。

6．調査方法

，6．1観測器械

この調査には，ホールシアス社製磁気録音方式地震探

鉱器を用いた。H－S地震探鉱器にっ》・てはいずれ担当

者からの報告があるはずであるが，この調査の報告に必

要な程度の要点のみを記述する。

17一（1QO9）



紬質調蓋辮薄報　（第慧巻　第鷲響〉

　欝鮎慧地震探鉱器は，地質調叢所物理探査部とホール

シアス社と協力して設計され、たものであη，野外爾探鉱

器の機能とともに，解析用再鑑器の一部撚しての機能を

もつものである輸その構成は夢大灘して増帳器ヲオシ蟹

グジツカメ讐，録音器からで懸ている．磁戴録音部は，

バルス幅変調方式で，変調器・復調器はトランジヌター

化審れ，録音器内部に組込寒れている、、増縮器は従来の

探鉱器のそれとほぼ醐膿ようなものであるが，欝電源部

がト讐ンジ慌タ…化され悟ぐ内部に組込鷹れている．オシ

驚グラ甥カメラは，解析用再鑑機のおもな機能の一つで

ある瀬積畿示説録表現もできるようになつている、慌の

辮械は，普通の磁猟録音方式地震擦鉱羅と同様紅，広域

ツィルターで響一プ紅録音し，必要に応篶，ソずルタ

ー
，
A．翫鵡混合装置等，増幅器の条件を適当鱒変化

させて再盤しうる機能難もつものであ灘が，特にこ㌶＞器

械の特微としては，録音款同欝韓，出力を並列にと蓼出

Lて搬識ターレ羅一1書が記録され愚こと。麟積表牽雛録

嚢現が可能な黒となどである．この器械群ブ雛ックダイ

アグラムを第姦翻に示す．録音ド讐ムは連続勲幽転し，

最初の韓嚢賦録音，次の繍転で再生する．オシ棋グ讐フ

講藁馨　　難講磁鷺録轡欝麟燦建擬鉱羅ヅ臆ツクダ謹響グラム

の方は，最初1こ糟瓢ターレ謙一ドを認録し，次紅再生酔

録を取るようになつている．

　馨．灘講蒼力驚

　観測方法としては，遠続断灘法を用い，受振点閥隔は

慧む羅，爆発、傑閥隔は認○漁を標準穀した．受振器は，葱

点蟻！気，嚢捻用い，大体韓おいで灘線方向紅鷹線懲こ展

醗した。爆発孔は1孔ないし蓼孔の多孔爆発法を用い

た鵜

　なお，調査欝程，爆発孔の条件等の事情の許すかぎ

夢，同…地震計騰開に対し，深度を変えた爆発を菅な

い，爆発深度，土質等の爆発条件の勢ストを行なうとと

もに，後覇，角戦斤用再生機紅よつて混合し，蜘灘轡織・

量欝慰の効果癒試験する資料とした．

響．調憲総集

響議解糖
　樵の調査地の反射記録は，あ寂勢良好とはいえず，現場

に懸け愚観測蕃の獅ろいろむ努力にもかかわ熱ず，かな

誉貧弱なものである．轍の貧弱な情報を処理して構造解

析を行なつた．本文の記述は各測線別に，地震断顧図を

作成してゆく手続きに従ゆて書いたので，やや繁雑にな

げている懸らいがある．結果について単取単く知勢たい

方は，各測線の第S端震断瀟図，および第2鄭の解析結

果の検討癒御読みいただ懸たい。大要は明らかになると

思う．

　響．葱．蓋第蚤濁線

　この測線は囎折測線と重複している．窯た測線沿いに

慕カ所構燈試錐が実施されてお勢内慧力沸こついては坑

井内速度測定の資料もある．したがつて，この測線にお

いて，反射法によ墾得られた情報の地質的吟昧を充分に

行ない，資料の少ない他測線の地質的解釈に役立てよう

とした．解析は鵬折測線と全く独立に行ない，双方の結

果を比較検討した．慕カ所に構造試錐があ摯，この程度

の概査を行な彊綴麺）期質的資料としては充分恵叢れた

ものである／ζもかかわらず，反射法の分析のうえでは大

きな獲難があつた．それは遠度仮定をいかにするか，と

いう問題である．油繊地帯の場合には，新第三紀層を対

象紅することが多く，速度は深さとともに増加すると仮

定して大体闇題ない．しかし石炭地帯では古第三紀層を

対象とすることが多く，速度は深さの単純な爾数として

は決められないことが多い．鵯の地域の揚合紅も，坑井

内遠度演臓鑓）結果，藷，嚢○○一欝，盤○纏∀耀の地層がかな！り

厚く，その下が漸増して象た慧，難○○紳＄，○○軸／藝程麗の

地屡が堆積している、このs，○偽窯∀総内外の速度をもつ

地層は，大体聡城爽淡層と考えられるが，この地層の深

度も層厚もかな夢の変化をみせているのである。したが

つて全蟻域を解析する速度仮定をビのように決めるかは

難しい閥題であつた。

　第一近似の麟析として，深度の絶対値は無視し，反射

波の連続漣，振煽の大蓉さ，位相の揃い方等の地下構造

に関係のある檎報を検討する慌と轍した．記録の上鵜現

われたこれ軽の欝報癒兇易く表現するため鵜，反射の質

を記載した時間断衝図を作成した．轍れには記録の上に

現われている夏熱驚鞭はほとんどすべて表現してあ摯勤

詑録断顧から波形，周期，鼠量欝糟の曲率等の情報を除

き，抽象化して表現したものに相当し，記録断顧を．見る

獲合と全く繕じ淫意が必要である．すなわち，深度も大

懸く傾斜も大懸い豊豊懸讐については，当然反射素片

の変動（繍鎮繍鮫ゆ　を灘慮に入れなければならない．

　第慕図は反射第置測線の時問断蒲図である．反射の質

は通常の地震反射素片の表現方法によつた．実線は

轟鋤，被線は獅繍，点線は　擁麟禽である．癒磁に相

嶽するものはない．一枚の記録の上で簸懸磯の質が

変化した場合，その変塑具合を忠実に表現してあるの

露～一（紛鎗）
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愛灘饗鞭糞灘鷹i書聾翅　瀬蔓

襯ぴ警乏叉！暴』讐貰（ノ）連繍1骸i麟激携難i雛こ蒙義考みくなで）宥てV・る、、こぜ．環響

顧は，観測きれた時問を・そ鈴ま叢表現したものであ1、㍉

そ疏〉象まll癒一ド1霧謎蕊撃懸夢糞横嚇懲のWぴ1’塞流嚢マ・め＆，慧欝斐｛擬薦慰轍よ，

る講強がないことはむしろ利、輸筆あり，蟻下構造を推露驚

す讐うえ凱有力な示唆を鎌・えるものである』

ら馨蕃らオ㌻る／欝幸建と／、、、て／演穿儀等一一／こ｛瓦難徽むないし（｝．導丞憂磨愉

薫灘こ力馬な！）課業もき二く，　妻塾皐売媛三もレ・V・反身縫蒙羅藩擁鷲く蛭犠Vずぐ

いるこおがあげらオ彫る轍轍の匪鷲毒打鑓が嚢轟盤雛汀に窮三擾善す恐

かどうか，藏ちに確定する1混蕪旗できないが，

る基礎翻深度から考えて，墓盤瀬の轡能’1重／三は大きい，，さ

も紅顕業嵩2スヅ｝レ曽ドの書髄鎌襲寿＆1後≧翻は懸．轄！更脅寺め繋謁憶悪一

辮鷺鋤
イ無t、」ぐお摯艶野？懸の壌審霜三が謄独擦罫きオしるこ二と鐸欝蓼3岬舞ぎ難

スプレ1ソド1こはあま，り良い反射波がなく，嶽とんど

獅鞍または嚢競患tの反射であること。、寒た断層翻）櫓

標と思われ．る懸傾斜の茎媛融導が多いこと．〈このli醗

織》は海＞な夢餐燕周簿yE響あ勢，イ氏・聴建遽藝噺アイノレタ・一一により

嫌撫んど遮断さ憲．1覧、てL、．まう．通常の反射波では癒く，断

、騰聾整に，よ1）峯淫孫三去L．プ瓢暮響難緊隷葉皮1である力蔦も女韓才も糞凱マ・瀞）　欝ぎ

ξ1，第7スプレッド逸闘で纏1斜が変つてい愚こと，第蕎

翻第静スプレッドはかな！）良好な反射が繍1いているが，

浅い方には傾斜¢）異なる蹴鎗壇）が妻憂勢で／韓・造翠）複雑驚1
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地饗講査欝瀦報　く第捻巻　第慧響）

騰を慧，総魎／撚とした．第劇聾は際城爽炭麟紅相顯し，

舞ぎ葱層はそれよ夢伊勤避響馨とする潔，平均的紅慧の程魔の

速撲仮定で髪妥当であろうと思われ恐．第露層の煽厚を…

定とし，基癬窒罰瓶からの反射時1灘が与えられれば第蓋攣1の

｝軍さは求藻る．すな藷ち窮颪層の／l，、懸を澄、，　粥黛麟の

厚きを芝義とL〆ノ爲費，越盤翻から騨）反絹走時㌘響は次

の式によつ℃類えられる鰹

　　　　　　　黛み驚、露£）嵐．｝、．纏》襲

　　　　　　　　　　　難　　　偽

　この場含，驚警は鱗測薩ξあり，鷺，鞠，澄建をそれぞ

れ仮定すれば、鍵まは算出される．　£戦が繁懸憲れば遮壌：

分布の縷聾、、は決蜜急わけであ蔦。レたがつて難録上グ）

難糠響のうち，基盤顧か翻・の反射波が判甥されれば，

それよ参浅い方の蓋量魏騨については速度襖型韓従つ

て宰均速度を鱗唯1する慧とは可能である。このようにし

て算出さ才むた平潅薄戴鑑／鷺を用いて，覆瀞墨叢簸墾蕎難憂によつて総鐘

図婁れたものが第7図に示す舞鉾地震断面図である．な

お鱗霧導逡／をみ藩～ば明らゐ義な、紅うに夢纏4弩牽雛緯（8．駐，亙鵜q

遣）の貰城層は約3鰍鷺あ静，盤爆試錐〈s．輩．～崔付近）の

署城層は約熱伽である．曇然／、、妻厚の驚化は考えられる

ので要　轍離、を一定葱嘩囑る鑑とにづi灘菱墾があるのだガミ艶一一

応，歎翫鰻一薫の1間に婁認められる断爆以北を罐摩30嚢

撚，以甫を層厚200塑とし．て解析を行なった。試錐孔に

おける速麓分布灘をみても明らかなように，　2，｛》柔矯搬／難

層から　2，雛（｝瓢／欝雇妾雪、魏濯雛鵜は，漸響的鵜、欝，難○癒藁／s

前後の煽がある．レたがつて菰のように大肇鮮磁な速鷹振1

定では，中闘の地層加糊の撲1射波、＿解析する嵐は不充分

撫、饗、わオ～勢轟　し爵縦、／・今ll滋は懸．妻盤考薄造・の鞭竃獲窯を熱，矯と乳、㌶た

ので豊基盤の構澄について肌のみ考えればそう大奪糞磁い

はないと思う、第i地漸遜図は，反難、・1試における波魎

訟短い反射素片で表現密れ，反，財の質は記，号で記入され

ている．こぴ）ように、表曝愚しておくことは，次の菱難麟で，

獲身前鑓グ）聡舅、．ご駅酵癒うの轄｛幾禾蕪で’醇導，、

　発醐響の次勇篶1聴とL』て＾は，講舗騨蓬鯖薫麟　舞誓蓋重熱震轡糞難

図を毒照しながら，反射爾融遷繍愚三，反射渡振幅の変

化，反粥波の獺1・の様子　郵越燭期齢驚化，鐵折披その他

の泣相，葱，憲とし、て嶺皮の伝播機構ぴ）顧力　醤寅捧ナし，第慧

灘耀謙鱗薫∫図を俘1戎する慧，翫　である，、すなわー，波薫汐＞鴇

糸各藩塞と宏だ身寸灘鮮牽が一鷺籔した豫　至には包難　線を競1身ず1薫と

し，蓼，齢、・．ぼ．での翫難鱒給連な！）を反射波暴麟囁の質とと

もに幾穆1しヲこものである。また，豊麺難の雛糸蕎離蟄と反欝馨響

メヤ寿宝一羅跳Lない1嚇合1こは，嶽三鋸1二灘轟アの1涜詳外と！）の

護バ嚇菱…と／璽騰寸慧の1塾歪率蓋を騨排今醗鳶した：輪　摩耽捻講　ち，　／叉身戯皮の

質がよく認アの読みと！りの謬、繋　　よる／翼簿購ノをの簗動

が小さい時には反際全嚢片紅叢嚢をおき，茂射波の質が悪

く大きな諜差が予懇、されると懸には磁絡練に、、蓬、きをおい

ズ反射雛癒決定した．反射衝が消失している位置は記録

＿ヒで1漉蘇蹴欝力鞍霧タ幾しているイ寛1縫に舞郵応している聾　し

たがつて2莫射翠）繍が貧導慧1こな・ってもとにかく・連なぐ）てい

る毒念には，この断藤図ま二でも連なつているのであ1寮，

1癖藏i麟．i、ゴで蝋戴鞠になつている薪導タンは／父撫諭が弐塗拶鴛、ている

のである、，これは≧欠の段階で仮鷹！反射層準誌　没定する1欝

に醗1懸豊をも藍》てくる⇔

　ここで，各断面図を総合的に桑禽討してみたい．

　鱗繕蓋スフ。レツドと舞落鳶スじプ蓄〆ツ　ドの董量量驚鷲欝轍蓄頃雛樽・

が若干異なつている。波瀬4）包絡線と反射素丹の食違券

例の一つである．波形に大きな相関は蹴いので，あるい

はノ／、さな蓑糞／　臨書建定乳〆てもいいヂ）力蔦も禽縫㌻なv・が夢矯鉱な

胤傾斜の変化であるかも勲れない．第鷺スヅレッ　ドグ）

轟lrな反射が急に途切れる諏こ署〉では，明らかに園折波

らレい鉱瓢嬢嵐糟脅璽忍めらオ～1新層が翼勲定さ露簸養、警鈴スプ唱

レツド爵濯婁鐸釜4．スフ染レツドにかけては多記戴簾の闘拳ナきも

かな．！）変つて低織期の雑振動が車越し，反射の質は急に

低下する、この変化¢）纏、礁は，あるいは地嚢条件の変化、

め蔦も舞慧tないめ真酔あるいはカ、な！）ソてきな纏費／鱒家たは羅翻麟

帯を予想してもいいのかも勇1勲．鴨ない．時闘断磯図をみる

と1新層の‡謝灘とノ灘わオ㌻養懲、修徐尋の翼i室澱誠欝もあiフ肇　1新

履を予懸！しても艮い訟！淋われる．超腰鎖勺には＄．欝．黙壕寸

近から北落ちの傾斜で平港、粥礪が走つてお塾，その破砕

帯紅よつて下部の反善醤エネル・ギが妻癒蔽されてしまつてい

るとゑ考えられよう．第護、スプレッドと第轟スプレッド

桑卸近騨扇莫身ず薫繋激一℃）なヌ墾らな秘・。　慌薄㌻垂愈蒼簸プざの蓬三餐糞とも薫饗

身i手の婁誇は夢欝簿に1糠マ・蹉）で，図箪語＿無のオ更毒算灘のイ叢薯幾農1はイ氏

い噂Lたがつて』！交舞寸融！震騨）鍵蓑悪イとの綴芙廼鱒／磁糞1条鱈二に

あるとすれぱ，あるいは及1射瀬に遮なつているのかも舞1

薄㌻ない離　瓢、かし一一卑麟は1新犠i、を書盤定で・きる雛黛であ葛。鱗葎§

スプレツ。ドと第春スプレッド付近婚は，基盤については

誰反身窪薇1靴醗く燃とはで器る、、しかし部分的な

癒灘即ではあるがもしかすると糊折波力も舞iれない

と、懸わ逢㌻る鶴難礁きが韓爵1響て儒慕鎌、さオ知ている環　こ疏）音il

分は，落差はぽとんどないがともかく反醗謝は途切れて

いる可禽翻強はあるのである．記録の薦付きも第難スプい

ッドと鐸響藝．スつ罫レッド笑Fよカパな勢壌ミつてv・るゆ　じたカ＆避）

ぐここにも断穰，は蓬嚢議㎜さ淑，る　第ξ峯鷹プレッドには，擁翅藤

⇔かな撃プてきい，一．冤してF翻ゴと思われ樽葦熱詑翼》が僕蓮

癒つてい愚。　レかし樵グ）夏i璽驚隻箏を日“、溌義数愚とな．恐と謝盆

常に複雑で，段違いができてい驚9して読みと！）づらい。

鑑れ撫1、なつた方向からの波の干渉環象と蒋えられ，お

そらく墓礎構羅が澱勲、、ていることの影響であろう。第

7スプレッドにおいて罵、湾，麟3果は認められ，基盤の傾

斜がこの付近で変つていることを裏付けている．響雛壇，

慧慧一～〈1（甦遵）
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懇玉繋愛多レ、／査1欝　鑓翻受　（’懇i3∫奮　一繁蓋2 欝）

震断1熱試1で基盤藏からの反射と思われるものをみてゆく

と，こマ＞ず寸近で闇隔が1大きく拡がつてい恐が，燃れは顧斜

の馨驚イ穏轍叢藝づくノ莫射“薫メヤの勲葵勇（龍離慰野乏気t重灘⇒1こよつて釜

撫費i5ができたのであつて，警轟奮嚢、Lの1雛薯嚢よ摂い無第’7〕ス

ブほ〆ッドと窮毒スツ㌦〆ッド韓は，縫癖菅皮軽予想させ痴部

分癒射が認められる．第8スヅレッドから第憩スプ1〆

ツドに力為けてタ叢衰鍵峯鱒からと、懸わ濠灘る／嵐射豪皮¢）1凝季纂はブて

きくな、つているが，麟壁なノた1擁柔薙，／の塗ll雛3蟻登も壕毒麩し

て港網ぐいる。　馨藝欝欝参登　舞茎1｛）スプレシドでよ読みと1）

うる反射が1憂i菰みえて少なくな熱。まゾ．欝憩スプレッ

ドで寿、、、、一鱗鍵ではあるし部分的ではあるが振幅の非常に

大きい南落ちの慧総灘）が郵められる。これらぴ）現1象

は多地質餐警達嚢の複欝窪さをノ糞す輪嚢疑と隊嵐られる。瀧鐙イ寸

近で卓越してく慧南藩ちの傾斜の反隷鰍噛，いま裟で墓

盤漸として適跡してきた反勢掘至1と講一灘癒難1断麟とは鷺え

にくいむ轟箋なつたプぎ向からの三襲撫ぎと浮蓄えるコ㌻がこ妥蟻であ

ろう。遡．次元的処理を行なう必要がある所である。第慧，

第捻畿プレッドになる畿急に記録の藤付きは変！），低

周期の雑振動が車越して灰射の読みと1）は園難になる韓

喪暴発1孔の譲三状図をみると麟激に砂層の厚さが増し・，そのぞ沙

の申で爆発しているので，蓑麟の条件と諺えられる。低

域遮断ツィルターをオけた謡録では，貧弱ではあるが南

薫嬉ちの反身1薦藤が影罎みと嚢像、る錆讐寺歓鋳響鷺スプレツドの言己

録が悪いのは，この付近で地下構造の傾斜が変恐ため，

湾曲効果・によって反射が劣悪化翫ノたものと薦えられる．

　以上のような趣質的　　導を蝋味して，反編層準鷺設定

したものが第3地震断講図である。反射の質もよく，及1

射癒と認めらるものが連続している部分は，連続反射麟

準として実線で嚢現気、，，反射が断続しているが一応仮定

辰：射層華を設定蔦うる部分は鎖線で表現してある、断層

を推定するに当診，等級を簾、閾熱こ分け，それぞれ実

纏破線，、・、犠線で表現した．第3地震断爾図はいわば地

震地下構造断藤図ともいうべ慧ものである．

　▽．望．慧　歪窮繋測麟襲

　第慧測線は市街蠣によつて中断され，北半に3スプレ

≧ソド夢蓄菊熱鉾にξ1スプレツド摂彗定したむ二撫半の3スプレツ

ドは地形や蒙騰の条件で測線を直線には展開できなか

つた．妻蓋初は割愛する予定であつたのだが，地質的紅推

定さ潔している1輯層につマ・てギ鞭らかの・欝幸縫を1得る）とを翼

的とL／唱瑠け購1えられたものである．

　第驚麟の蒔闘断醸i灘をみてもわかるように，第ヱス

プレノツドから鱗落3スプレ穿ノゼまでは鱒響1の葺響欝グ）ため

か，反射はきわめて悪くわずカに部分反射がところどご

ろに認め薮）れるのみである。この貧弱な反射を処理uて

一応構遊解析を行なつたのであるが，その解釈に捻　薫1

のことな、がらで蓋懸陸がブ覚きくフ＼ノニプぐくる、，第1スプレ・ッ

バの霧準戦蹴はかな！）／壌つき蓼したお瞬蓄警のξ葡レ・が霧忍めら

れ，二後半には環講．ぎではあるが繍折波を、懲わせる位相も1認

めら敷、る．あるいは1鋼覇糞をもつと北へ延長することが可

能であれば反紺爾を押えることができたかも知れ癒い。

（鍵際には糞慰ヲ疹の関・！系で浮く茎…ざ霧慧であつた農）　碧許に鐸導2ス

プも／ッドは記録が貧弱で，断輝、1による破粋帯を予想させ

る、簿掌薩、曇こついての艦麟嚢問1纒／菰づ嚇る場畷牽，　どうしても

断層付近の反射波は貧弱1こなるこおが多いので，ある程

度長い測線について観測℃．なければ1離馨の有効な処理は

難麹、い，ということの例証であろう．しかもこのように

欝スプレツドにもわた、つ業蓼熱編麦の霧峯い胤とは夢婁鵜純な欝箭

轡轍なく幾効沸断，黛齢鰯ミつた酬帯の緬癒もの

を予想しでも良いのであろう．

　南半の難スプレッド織洩，北半と較べてはるかに多く

の反射波が得られてい黒）。しかしその塾くは長く続か

ず，部分的には反粥振幅が大鷺い，にもかかわらず溝遭解

析の鶴難癒地城である。第姦スプレッドは比較的良好な

反射波が認められる．　爾下り¢）傾斜の　雛欝　職　と南｝ヒ

！）の傾斜のものが認められるが，双方ともかな！）はつき

！）した位相である、，第慕，第蕪スプレツドはふたたびil懸

雛欝は1敷婁戒して貧弱・な1銘欝i転となる鎖　鋳落掌スプレツドに1・ま

かなiラ明瞭な反射が記録されているが，ここでも異なつ

た方向からのものと思わ離、る呈論鳶鱒が認められる。第

学スプレツドの後擁もか　ザ鋲たたび反身寸は望妻馨薄とな夢，第暮

スプレッドの前半まで貧弱な記録が続くが，第呂スプレ

ッド後半には良好ノよ反射が記録されている、第学スプレ

ッドと第8スプレッドの反鮒波はそれぞれ対応はつか

ず，警霞、ま“り覇）1新層が撃駕愚されるウ第婁スプレツド韓は回

折波らしい季，器報魂ン認められる．等糞力線が基盤構造を反

映気．．ているとすれば，この付近から基盤深度は深くなる

凱とが勤驚，されるが，第工測線で基盤か鑓）反射と賜定

したような馨繋く皐発くぽ蹴講寸覆1は轟忍めら才しない。

　第黛スプレッ1ぐで第3測線と，第難スプレッドで第姦

測線と交差してお夢，それぞれ地質的解釈を行なう蟻合

の対比の乎がかりにする予定であつたが，皮肉なことに

菰れらの譲ヅレッドが特に灘録滲叢悪く，響初意図したよ

うな愛爽書呼は才学隷えなかつノ愛二む

　この測線／鷺よ基盤にまで達する試錐資料はない．交差

瀦線との充分な対比も行ない得ず，また反射波形に濫る

凝比もできない状態なので嬰この断面図上のどこを基盤

櫛とするかを汐ゐることは不可能である、しかしそ勇率il

定をしないと連度仮定そのものが癒りたたないので，あ

えて基盤薦＿推足することにした．第王測線で基盤面と

恥葦定審れたもタ）1懲，蓉式錐資餐粋こよつて裏｛寸けられている．

24一く10薗暮）
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常磐旗灘大灘地鷹轍おけ難蟻震探鉱法、の研究（耀騰　　戴〉

この測線でも基盤面が反射波を婁鰯寺しうる不轡灘であ

馨
，
瓢撫を予懸しても騨’である駕窟鶴第薫測線でも

墓盤藤よ夢下鵜長く続く反射瀬はなかつたので，一応二

の測線で最も深い反射面を基盤と考薦．た．速度仮定は，

第王測線で平濾断層以南に用いたものをその廉ま用い

た．第蕪測線以下の他の測線も同様凱して基盤懸から

の1量総聯を判獅し，瞬様の速度仮定を用いて解析した．

　第鷲図に第薫地震断面図を示す．第感黒プレッド，

第ぞスプレッドにあつた購上雛の傾斜鐙業i薦嘘は，深

度断面に移すと反射素片の変動で位置はかな！）づ藩しる，、

こ章㌻らの・鰺毒経が馨轟なつた垂嚢鉦鐵舞藤からの反舞腕驚と考える

べきか，あるいは同一一垂霧譲瞬撒翠寺講おける鐸糞層につ歯ギぐ¢）

椿報であるかは，藁要な閥題であろう。この図で兇’翻製

箏では同一叢婁濾1断1驚藻難齢の，満榛褒とL、で処選饗する二とも可

能である．今後の糖査によるS次元処理に基づく資料，

また漁愈警筑錐1慧どによる蝿豊質的資料に』よ弼》て判別され勢で

あろう．

　さらに第鷺図の第慧地震断面麟，みると，反離素片

の変霧触と，瀞愚錆転．上で・連編謙生から／叉鯵纏嚢鷲調）空臼調三が醸にげひ

く．第工スプレッドか軽第蓼スプレッ1彗類至る閥は，1全．

体の傾向とLては南下撃の傾斜であ診，いくつかの断層

によつて地層は灘憾されてい恐、　特紅鼠駐票付近の空i二瞬

部は断麟によ懲遮蔽効果の結肱果であろうと思、われる．

　第窯慌プ財ツドの〕浅い所にでている、懇、傾斜の位相1瓢

振幅も小さく反射かどうか疑わしいもぴ）であ懲。断騨面

から反射気．．てきた、騒折雛編考薮、ると，兇嶽けの速痩が約

農，○春雛∀蕪もあり，この付近の浅い所を伝わ一丸きた波

とt〆てはは・徳摩嘔ぎる鞭搬鷺罵きも麟ヨ訟湾麟1しているので

屈む鍵窯と誘えるぴ）はゴ繕謹薮であろう。

　第導．・プレツド，第マスプレツドに蕪ズマ・恐南上蓼¢》

反射颪／麟婁いがみ・れ愚．これは粥7スプレッドの書菰

録のご轟蔀分で，南下！）の簸潔な反射波との1渉現象

力㍉兇ら岸灘るので筆1霧の泣相が鳳の：1郵（乃ため讃1としては

読み撚）難くなつてい孫七灘えられ恐。Lたがつて反射

落簸はないと考え導べきであろ鍔！棚、蓬撹湘が灘紛

異な悉慧つ㊤傾向を弩鳶Lぐいることは，黒¢）携参1．蔦にぎ汰暴婆

なつた垂鷹断薦からの塗　窪と灘えた方がよさそうであ

る、、確定するため鑑は譲次元処理が必　議される。構

1造齢－複雑三さを承す・1壕彗報である燃とには凝！）1憲ない蒜第

3縄蠣翻糞醐図を第薫麟灘轍塵くす．簸艶　茎牽難鶯の断麟に1

ついては筆薩弱ではあるが反劇嘩壌1　》オ纂てお賛琴そ騨）・鰺

奉蓑＿一塁蕪タいて蓬難定さ恵、たのであ恐が，鑑驚撫から＄認λ

1蓑にかけて推定さ灘．た断響は，むUろ金く／圃離が得1㌧れ

てお一ず，贈抑ない鶏とが鮒・，獅存在を示讃離琵

半縫駈されたものであ賛罪｛壬悪報三はきわめズ臨大きい。

S．欝．灘付近に得鄭れてい櫛反射面は嚢わめて少なく，か、

っ貧弱なものであるが，最も深い反射溝を基盤面ま壕蕉定．『

すると，地質的に推定慰れていた懇のよ静やや浅い、

　第？スプレ甥ドと第婁スプレッドの間にみられ篠断！，、護

は，南上撃の逆断／靴思われる．その落叢．1は比較醐灘瞭

な｛立零講を秦圭比熱てみ嶺と，餐ゴ鐙騨蘇｝驚灘豊，魔櫛熟のであ

ろう．

　瓢の測線は懸力探鉱の結果蕎重力異猷が認め1離た吟

で，その等重力線を直角振切つて設定されたも群）である

が，反射面の簿｛斜は数度程、獲のもので等重力線鐙異常か

ら予想さ灘、たものよ勢緩やかである。　豊獄婁付近の断

層以、袴蓄の纏琢斗はややン熱で蕊黛艶｛豊である篇

　響講．雛　鋳琴婁瀞麟艮

　第暮測線は第聾スプL吟1／ドと第似プレッドの闘に鉄遊

訟川を擦んでお参，瀬1線欝溌継響乳〆ている。それを補養慧

昧で遠隔爆破を行ない反射麟を遺跡した．全体として鱗

1蕎欝韓蕊の壕欝造で撃簾環遷編煎寿癖獣き響よく／叉燈li藻がつながつて

いるが無舞峯雛スプレツド岬鐸ぎ慕撒ア頓レつノドは麟鷹鱗夢撫、黙，

わ繍る反射の貧弱な鍵滅である．　翫艶羅は第三漫葦線鈴

S．駐．藝と，S．欝．＄は第2測線のS，欝．黛とそれぞ劇共

通であ導。L、たがつて携獄測線，第窯測線の資料を参蓄

とL、て蕪盤諏か軽の反象撫菱1を推，定レ，遜璽仮驚を行なウ

た、、それ騨，下の1呈総即について／諜，速度仮定がで港

ないので罪懸灘蜘灘欝は省賂レた。

　第慧図に時問断費璽1図を承す導第葱スプレノドと第窯

スプレ・、穿ド鱒熊3脚○憾秒付1近¢）反射波に段違いが鷺ら

廓．るが，これは鰻滑越位藤1の変化があるので異なつた位相

を疹みとつた；ためて識〉り，鉦！録上で醸位牢1還は連なつてい

る、，欝蕃黛スプレ貫iずの（瓦蕪愛摺お鶯には2つの沈y緯1か爵の

波樽干渉がみられるが，これは湾曲効畢甲轡ろう．第3

スプレノドの後1伽で反射は礁．匙こ悪くなる。鋳騒スプレ愛

ドになると反射も1欝弱学あ！）傾馨拳の辮ぐなる翫黙t礎も擬

られ，構離が複雑に触一ってい愚こおを雪縁滋させぞ。第罪

愚プレッドにな馨と　　、一たび反射の懸は向ヒし　i輪融鞠・

もビ鉢肉』ぐく恐，、響馨，スプレッ1舞凱なると乏瀬二射は1灘．ぎ．暴篶な

蓼，　さ薪　｝第7スプレッド，舞夢呂ス　αレ楚ドになると，

ほとんど部、7ぴ的な海濾tな脚妻賦か顎鑑な肇てしま

肇ぴ第黛測覇戴でもこの盤葦鋤φ露鵜．嚢が羅、．かつたこととも一一・

致し，断／が輝蒲三を予懇趨諏蕎、、

　鎌ぎ薫麟癒に舞ぎ薫ゴ癌震欝黛面図警鐸峯慈図轍鐸ぎ窯超三欝i鯵筆爵麟

をメ糞摩㌔第黛猟プレ｝1ノドに1凝　穣、筆効渠がi認められ，籔盤

の轄《傘駐，よこ融廓葺鴛で大鶏瀞く祀嚢i！）桑愛やかな1麟斜と蹴る、、第

雲スプレッド善．〉反灘波は欝風くな恐につれ，で後半書欝の簸鷺

雛欝　は鐸弱とな聾，醸夢費皮らしい　擁驚隻竃欝　｛、1、、謬めら露諏

熱pこ離、ぎ，動反嚇嚇の騨れてい恐状薫、藪示す／、繍疑一応は、

欝一一（賦》欝〉
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地質　　1査辮　多醗報　　く第欝巻　第慧勢）

考貞、られるであろう。しかしこれらの反射醗1が㌢霧滅じて

いる点を結んで麺長す鰍｝露．欝瀦に達す恐、＄艶魂でこの

測線蓋ご交差する霧，！測線には，これに相鐵する断麟は認

められ触い、，t〆かし構．造の腰雑さを示す惰・報／洩あるので，

単純な断層ではなくよ！）複雑な構造を騰えるべ懸なので

あろう．…応第亙7図の第3鐙，震断面図に示したよアな複

雑な断層を推定L、・た．第暮黒プレッドの癒驚菰轡の波形

は，繋尾を引いていて遷勘輪肱位相の揃いは暑賛常に多

マ・．記録の面付きも非常に異な蝶）ていザ．　この原縫iは澤確

かめら勲，なかつた，．＄．難．葬とs．嚢，馨の窒慧閥の撫嘗獄凱つ

いては，遠隔爆破を行なつた。作業鷺程の関係で片側だ

けだつたために若干空喬部が残つたこと．基盤について

は構報を得る慧とがで蓉たが，よ1り甕い部分の情報は，

爆発、轄が遠いために得られていない轍となどの理麟で，

断麟献考疏、るべきか篠蕎か紅ついて確実霞、資料はない，，転

かtノ．窮暮．スプレヅドの1熱鷺嵐鎗は，欝女がきわめて《期な、

く，その傾斜もまちま禽であ夢，一応断芦矯存在を思わ

這穂）もグ）である。零）に第学、スプレツド，鎌峯おスヅレ、ソ

ドとなると蔭罵象韮激蓬きつと響霞馨灘になる。老支鋳手の拶爾劣ている

蔀分轍幾つかの断慧簸推定lt／た導

　墓盤灘熱惹つい℃茅ぽ〆欝と，sゑ3付近の断層以欝

轍はひ飛瀞飛驚霧い繕に圭七1絞舜1賓気甕肇な！叉毒蘇癒が糞憲轟うら粟む，　ご

れを墓盤面からの反射と考えると欝郷が落ちていること

になる．第慧地震断薗図でみると，篭の良好な反鐘樋1は

そ愛㌧よ！）㎝ヒの£叉毒蓄疑磐と嚢購籔づ唖葛と侮1余！がかな）薦汽になつ

ている．傾斜の緩やかな．部分では大驚はない騨）だが，傾

斜が懸にな．つている部分ではかな夢違つている．難疑）こ

とはこの反射層準が鑑常な茂射によるものではなく重複

猛 黛

反射によ接ものである龍撫を示唆しているのかも知れぬ、

とすると，基盤面としてはその上の反射層準を考えた方

が妥1であろう．重複反射とす離、ばなぜ他の反射層準と

銘較して良好な反射波が得られているのか，疑問は残

る．S．欝．1の南西方約驚○難付近に，常磐炭砿株式会社

で実施した構造試錐があるが，基盤深度は約4sO撚であ

る．上の反射層準を墓盤と考えても羅だかな！）深すぎ

る．西方に油平断層という北落ち疑）断層があるが，この

断屡が試錐乳、の北側を走つているのかも知れない．

　ぞ．璽．塩第犠測線

　第く峯測線の時間1断面図を第蓋3図に牽す．　こ覗）測線も

記録は貧弱である。第蒸ヌプレッド，第鷺スブレッドは

著干翫1業な反射が認められるが，第2スプレッドの後

半以東は反射の貧弱な地帯が続いてい遊、第Sスプレッ

ド，第轟慌プレ轡ドでも振幅の大きな蓋孟総即も認め

られるが，その／i騰難も長く顛続かない、、この灘線

のS・診．3，鮮、診．葬はそれぞれ第蓋測線S．薮鷲，第黛

灘線S．欝，繋菰共通である．第洗渦線＄瀞識2では記録

が貧弱轍なつたが，地表条件も砂層が急に厚くなるほど

かな！）変化し、噛ぐいるので，断層が存在するのか，地表・条

件によるのかの判定はつ蓉にくかつた。こρ測線でもそ

の、乾は瞬様である。しかし第12スプレッ1ぐの記録にかな

！聾鼎厳な反擁寸で奮藁峯l／の異なるものが認めら窟L導レ肇1第鷺

スヅレッドと第3スプレ・ッドの間で傾斜ぴ）変化も認め鍵

細るので，胤の・付近で懸、に反毅が貧弱になるの1愈夢羅に

地表条件によるばか！）でなく，地下の椿造も複雑になつ

　ぐマ・るのであろうの

　第玉地震漸瀬図を第欝図に，第藷地震断面図を第欝

益が無
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翻に示す．第鷺スプレッド菰第暴スプレッドの間の傾斜

の変化は，単なる傾斜の変化潔灘えても凝・のであ篠う

が，第慧スプレッドの反射波の干渉現象は双方ともかな

撃明瞭な蓋呈辮羅なので，これは異なつた盤藏断灘か

らの情報菰騰えた．構鷺は単純なものではなく，ある矯

は断層癒想定してもいいのかも知れない．第嚢熟プレツ

ドの後半から第蕪スプレッ1ぐ前半に至る閥は反射のきわ

めて貧弱な地域である．振幅も小さく部分的なll総難

を読みと！ラ反射として計算してみると，基盤か難の反射

と思われ鵜位相は断続的轍どうを徽かつながつているが，

浅い方の反射は横斜も震ち窟ちであ鵜鵯の地域を断層

帯と考えるか，断爆によ萎破砕帯と甑ぼ平行して測線が

走つていると考えるか，海膿いは単鵜地表条件のためと

蓉え馨か鵜つ矯ては積極轟㌻な決め畢はない．　しかし難

勲聾付近の複雑な傾斜を示す反射素片は，第慧測線の

鵜の付近の反射素片とともに，断麟の存在を示すも麟翫

簸一一（欝解〉
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塗趣至義多灘三i蹴轡苧増麟塁　（霧ま3魂蟄　鐸ぎi慧・轡）
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